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  ②8 割を超える学生が、保育士・幼稚園教諭を希望していること、一方、その希望先は卒業時
までに変化する可能性があると考えている学生が約半数いること 
























































































































































































































  ①自立性：あいさつやマナーに関すること 
  ②社会的貢献性：安心安全に関すること 
  ③情報発信力：実習記録の記述に関すること 

























3 2 1 3 2 1
笑顔で接する、子ども目線で接する 23 8 1 20 12 0 64
子どもの特性を理解する（好きな遊びなど） 2 3 0 3 2 0 10
安全に配慮する 1 3 0 1 3 0 8
保育士の子どもへの接し方から学ぶ 3 7 0 3 7 0 20
保育士の（子どもと関わる以外の活動も含め）仕事を理
解する
2 1 0 2 1 0 6
自ら積極的に行動する 12 5 0 9 8 0 34
あいさつを自ら行う 4 2 0 3 3 0 12
全体を見て行動する 2 5 1 3 5 0 16
コミュケーションを積極的にとる 2 17 3 3 19 0 44
保護者との関係を学ぶ 0 2 1 1 1 1 6










































 共通目標の自己評価の平均は 2.27（標準偏差:0.45）であった。また、他者評価は 2.12（標準偏
差:0.34）であった。分散分析の結果を表６に示す。 

















21 34 0 9 43 0



























































表７  インターンシップ後の課題認識  





遊び方 3 実習までに 
安全に遊ぶ 5 実習で 
言葉使い・話し方・話術 6 日頃から友達の言葉に耳を傾ける・授業で・実習までに 
手遊び 15 実習までに、１０個以上 
知識を増やす 2 実習までに 
絵本のよみきかせ 14 自分で週１回練習・甥っ子にする・図書室利用・友達同士で 
歌の種類増やす 8 実習までに・授業で 
子ども対応 
泣く子どもへの対応 3   
子どもの気持ち理解 3 授業で・実習までに・現場の先生に話を聞く 
子どもと同じ目線に 1   
噛みつき 1   
おもちゃの取り合い 3   
ほめ方 3 国語力をつける 
注意の仕方 3 実習で 
子どもの体調管理 3 アレルギーを学ぶ 
援助の仕方 3 実習までに・授業で成長過程を学ぶ 
偏食の子ども 1   
安心感・信頼感 5   
保護者対応   6 授業で・実習までにコミュニケーション力をつける 
知識 衛生面目の配慮 1   
判断力・積極
性 
けんかの止め方 24 実習で学ぶ・10 月までに・ボランテイア 
子どもが転んだ時 2   




カテゴリ 課題 人数 いつまでに 
態度 
自分から動く 2   
笑顔 2 4 年間かけて 
大きな声で 1   
表現力 1 日頃から 
保育力 
専門性高める 1 アルバイト・ボランテイア 
視野を広く持つ 9 普段の生活でも 
集団保育の対応 10   
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ンシップの場合」 『教育総合研究叢書』第 10号（2017） P29-39 
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Internship I, implemented in the first year of university after high quality nursery teacher 
training, is important as an opportunity to motivate with a view to securing nursery and 
kindergarten teachers. This study clarifies the sense of purpose of the student doing the internship 
and investigates the usefulness of goals cards introduced in order to maximize the effects of the 
internship.  
The result of introducing goals cards was positive and specific goal setting before the internship. 
In addition, it was possible to have a specific individual understanding of tasks after the 
internship with a view to practical nursery training the following year. Further, individual goals 
roughly matched self-evaluation and evaluations from evaluators. However, as there was a 
decreasing trend in evaluation from evaluators focusing on communication with nursery teachers 
in comparison with self-evaluation with respect to shared goals, it was considered that it is 
essential to improve the contents of post-event learning based on these results. 
